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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１．調査の目的

 実現性の最も高い優先順位１としてジェットポンプ（ＪＰ）計装、優先順位２として水位
計装、ホウ酸水（SLC）差圧検出、移動式炉心計装（ＴＩＰ）を抽出

 上記の系統について、作業エリアのスペース、現場雰囲気線量の確認を行い、当初
の優先順位付けに変更がないか、優先順位の確認（ホールドポイントH.P①）を行う

装置機能試験（確証試験）

装置改良・改造

（干渉物撤去・足場設置）

（ケーブル布設、盤・ﾚｺｰﾀﾞｰ設置）

用品手配／装置設計・製作

現場調査① 作業エリアのスペース確認

H.P①
▼

（アクセスルート及び作業エリア）
除染／遮へい計画

線量調査

▼

除染／遮へい設置

現場調査②

現地工事

モックアップ

習熟訓練

７月

作業用遮へい設置

監視装置設置

▼

作業場設定

H.P④

▼
H.P③

H.P②

機材（切断用治具等）取付箇所等の詳細寸法を確認

６月

工法検討（技術調査・要素モックアップを含む）

３月 ４月 ５月

技術開発は無しと
仮定した場合

軽微な改造で
対応できた場合

計画線量まで低減
ができた場合

優先順位の確認
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

２．調査対象系統

X-27、X-51

赤字：PCV貫通部（ぺネ）番号

X-28B、X-29B

X-28C、X-29C

X-40A/B、X-40C/D

 原子炉底部への接続系統：ＪＰ計装（A系/B系）、ＳＬＣ差圧検出、TIP

 原子炉中間部・上部への接続系統：水位計装

ＴＩＰ（移動式炉心内計装）
X-35A/C/D/E
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

３．調査項目

STEP1
床面のアクセスでデータ採取可能な範囲で現場情報を入手する。

作業床（グレーチング）昇降用ラダーの有無及び昇降時の干渉物を確認（２）

確認項目

作業床（グレーチング） 上にあるPCVペネ近傍の干渉物の有無を確認（３）

格納容器（PCV）貫通部（ペネ）近傍の雰囲気線量（１）

STEP２

STEP1の調査結果を元に、雰囲気線量がアクセス可能な範囲である
場合（＜30mSv/h）には、ラダー等を昇降し作業エリア（PCVぺネ近
傍）に接近して現場データを採取する。
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

４．調査結果（原子炉建屋１階）

Ａ

Ｂ

Ｃ

19.0

13.0
15.0

25.0

24.0 （計装ラック前）

42.0 （計装ラック内）

17.0 25.0

36.0
30.0

25.0

60.0

未測定

（ＪＰ計装（Ａ系）、
ＳＬＣ差圧検出）

20～25.0

50 25.0

60.0

50

今回測定
単位：mSv/h

今回測定（床面）
単位：mSv/h

既測定箇所
単位：mSv/h

既測定箇所（床面）
単位：mSv/h

Ａ

Ｂ Ｃ

4.0 13.0 15.0 24.0〔計装ラック前）
42.0〔計装ラック内）

ぺネ近傍

（最大）

作業床上

（最大）

35.018.0
ＳＬＣ差圧検出

（X-51）

Ｃ

（人）

40.060.0
ＪＰ計装Ｂ系

（X-40C/D）

Ｂ

（人）

3.0＊

＊床面

ＴＩＰ

（X-35A/C/D/E）
2.2

70.0

測定結果（mSv/h）

Ａ

（人）

ＪＰ計装Ａ系、

ＳＬＣ差圧検出

（X-40Ａ/Ｂ,X-27）

調査系統

（PCVぺネ番号）

100.0

Ｄ

（ﾛﾎﾞｯﾄ)

調査

エリア

（手段）

北

17.0 25.0

36.0 30.0

19.0

【調査実施日】3月15日、16日、21日（TIP室）、22日
【計画線量】（東芝）5mSv （東電）7mSv
【被ばく線量（最大）】（東芝）2.93mSv （東電）3.47mSv

：作業床
（グレーチング）

：人アクセスルート

：ロボットアクセスルート

Ｄ
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

４．調査結果（原子炉建屋２階）

Ｅ
Ｆ

北

Ｅ
Ｆ

30.4

31.1
(機器ハッチ外側)

18.0

79.1
38.1

（計器近傍）

階段中

（２つめの踊り場）
階段上

30.4

31.1
（機器ﾊｯﾁ外側）

18.0

79.1
38.1

（計器近傍）

56

階段上

はしご下

25

22

Ｅ
Ｆ

：作業床（グレーチング）
北

ぺネ近傍

（最大）

作業床上

（最大）

1640.0100.0
水位計装

（X-29B/C）

Ｆ

（人）

33.0

測定結果（mSv/h）

Ｅ

（人）

水位計装

（X-28B/C）

調査系統
（PCVぺネ番号）

100.0

調査

エリア

（手段）

今回測定
単位：mSv/h

今回測定（床面）
単位：mSv/h

既測定箇所
単位：mSv/h

既測定箇所（床面）
単位：mSv/h
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

配管健全性
(接続先から判断)

配管最小
口径(㎜)

L：ｴﾙﾎﾞ数
T：ﾃｨ分岐

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

○
案内管：約φ7

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

○
ｵﾘﾌｨｽ：約φ6

優先
順位

◎
炉心上部

◎
炉心上部

△
索引装置Ch位

置に依存

△
炉底部外周

◎
ｼｭﾗｳﾄﾞ外側

△
炉底部外周

◎
ｼｭﾗｳﾄﾞ外側

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

作業
エリア

○
1階作業床上、

ﾍﾟﾈ手前

110
○

1階作業床上、
ﾍﾟﾈ手前

X-40C

8

9

12

8

8

6

7

総合
評価

（点数）

ＳＬＣ
差圧検出

－
作業不可

2

2

2

3

1

2

1

△
2階作業床上、
作業ｽﾍﾟｰｽ小

○
2階作業床上、
作業ｽﾍﾟｰｽ中

◎
1階TIP室、

作業ｽﾍﾟｰｽ大

○
1階TIP室上、
階段で接近可

×
1階作業床上、
ﾍﾟﾈ奥(狭隘)

×
1階作業床上、
ﾍﾟﾈ奥(狭隘)

③機材搬入
性、作業ｽ

ﾍﾟｰｽ

△
Ｌ：少、T：有

X-27

X-29B/C

X-28B/C

X-35
A/C/D/E

X-51

X-40D

X-40A/B

格納容器
貫通部（ﾍﾟ
ﾈ）番号

－
作業不可

△
60mSv/h

○
Ｌ：多、T：無

ＪＰ計装
Ｂ系

－
作業不可×

100
mSv/h

○
Ｌ：多、T：無

ＪＰ計装
Ａ系

2○
35mSv/h

△
Ｌ：少、T：有

ＳＬＣ差圧
検出

－
作業不可

×
１640 

mSv/h

○
Ｌ：多、T：無

水位計装
（液相）

－
作業不可

×
１00 

mSv/h

○
Ｌ：多、T：無

水位計装
（液相）

（1）※◎
3mSv/h

◎
Ｌ：無、T：無

ＴＩＰ

（新）
優先
順位

②最大
線量

(mSv/h)

①温度計の挿入性

系統名称

５．現場調査結果を踏まえた優先順位の見直し

※炉心外周部のTIP案内管は残存している可能性あり（P.8参照） →健全なTIP案内管が残っていれば優先順位１に格上げ

◎：3点、○：2点、△：1点、×：0点
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

（参考図）炉内中性子モニタ配置

※1：出力領域 での 局所的な中性子束 を 連続的に測定。
※2：炉心の中性子束を計測し、LPRMの校正を行う。
※3：モータを駆動して可動案内管を回転させ10本の固定案内管

を１個ずつ割り出す装置（PCV内に4個設置）。

TIP索引装置※3

T I P
駆動装置

炉心頂部

原子炉圧力容器

炉心底部

炉心有効長
（約3.6m）

:
LPRM出力

コネクタ
炉心へ

固定案内管（10本）

LPRM ※1

案内管

TIP ※2

案内管

炉心

格納容器外

格納容器内

LPRM
検出器
（4 ch.）

検出器配置（軸方向）

モータ

切替

可動案内管（1本）

TIP検出器
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検出器配置（半径方向）

:  LPRM （4×31 個）
T I P検出器（4  個）

:  SRNM （8 個）

（略語）
SRNM：起動領域モニタ
LPRM：局所出力モニタ

燃料棒燃料集合体
燃料棒

LPRM-B
ｹｰﾌﾞﾙ

LPRM-Cｹｰﾌﾞﾙ

LPRM-D
ケーブル

LPRM案内管
(内径：約φ16)

LPRM-A検出器
（外側：－)

LPRM-A検出器
（内側：＋)

TIP校正用案内管
(内径：約φ7)
TIP検出器

00 04 08 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52
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炉心外周部
のTIP案内管
は残存してい
る可能性あり

通常時の
可動案内
管接続先
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

６．今後の予定

13

現場調査① STEP1
（エリアD：TIP室）

3月

18 1917 22212016 下旬

現場調査① STEP2

現場調査① STEP１
（エリアA、B、F）

1514

現場調査① STEP１
（エリアC、E）

現場調査②

項目

配管の切断箇所、凍結箇所
を特定するための寸法計測
、配管・弁表面温度計測、
写真撮影等を実施する

配管の切断箇所、凍結箇所
を特定するための寸法計測
、配管・弁表面温度計測、
写真撮影等を実施する

 ＪＰ計装Ｂ系（X-40C）、ＳＬＣ差圧検出（X-51）、ＴＩＰ（X-35）を候補として選定

 ＪＰ計装Ｂ系（X-40C）、ＳＬＣ差圧検出（X-51）について、より詳細な現場調査②を 3月
28日、29日に実施予定（ＴＩＰ室の詳細調査は別途計画）

ロボットによる調査ロボットによる調査

エリアA,B,C,F エリアE

3/28、29
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

詳細：エリアＡ（原子炉建屋１階）

PCV側
計装ﾗｯｸ

X-40A／B

X-27

床上4.5～5.0m付近

Ａ-Ａ’

100

52.0

数字の単位は
mSv/h

Ｘ－２７

JP AJP A系（系（XX--4040A/BA/B）、ＳＬＣ系（）、ＳＬＣ系（XX--2727））
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

X-40C

X-40D

R/B1FL 315°側上部

PCV側
315°

計装ﾗｯｸ

28.0×

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

60.0
40.0

Ｂ

Ｂ’

JP JP Ｂ系（Ｂ系（XX--4040ＣＣ//Ｄ）Ｄ）

詳細：エリアＢ（原子炉建屋１階）

数字の単位は
mSv/h
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

詳細：エリアＣ（原子炉建屋１階）

数字の単位は
mSv/h

X-51ぺネ※

※ＳＬＣ系のうち、CエリアのX-51はティー
（T分岐）があるため炉内への挿入は難し
いが、 90°エルボ数が少ないため、優先

順位３ではあるが今回の調査対象に含め
た

15.0

ＳＬＣ系（X-51）



13

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

詳細：エリアＤ（原子炉建屋１階）

１．８１３

１．８１４

１．８１５

１．８１２

１．８１１

１．７１０

１．８９

２．０１６

１．８８

２．０７

１．８６

２．２５

１．０４

１．５３

３２

１１１

線量率[mSv/h]測定点

480V   MCC

A
B

C
D

TIP駆動装
中性子ﾓﾆﾀｰ装置室

５
8

１

２

３

４

６

10 11

12

１3１4

１5

１6

7.6m

2.4
m

7

9

ＴＩＰ室（X-35A/C/D/E）
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

詳細：エリアＥ（原子炉建屋２階）

水位計装（X-28B/C）

23.0

33.029.0

Eエリア写真

（撮影方向①）

Eエリア

撮影方向①

数字の単位は
mSv/h

A

A
’

A-A’

貫通部近傍
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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

詳細：エリアＦ（原子炉建屋２階）

数字の単位はmSv/h

X-29B/Cペネ

作業床

作業床
撮影方向

梯子
撮影方向

水位計装（X-29B/C）

ＰＣＶ

25

50

100

梯子

作業床

ペネ

3301640

止め弁

エクセスフロー
チェッキ弁

梯子

作業床

330

1640

25

50

100

PCV


